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犯罪報道の共起ネットワーク分析（１）1

Co-occurrence Network analysis of criminal reports(1)
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小川 祐喜子***・福田 朋実****

本稿は、女性が被疑者・被害者とされる事件の報道を分析し、ジェンダーの視点から犯罪

報道を考察したものである。新聞報道を対象に KH コーダーを用いて頻出語句を抽出した上

で、共起ネットワーク分析を行い、事件報道において何がどのように関連付けて伝えられて

いるのか、数量的かつ体系的にとらえることを試みた。その結果、犯罪事件の新聞報道にお

ける女性被疑者、および女性被害者の伝えられ方について、いくつかの特徴をみることがで

きた。
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I　問題の所在

１　研究に至る経緯

犯罪報道の在り方をめぐっては、これまで被疑者・被害者の名誉棄損、プライバシー侵害、被

疑者を犯人視する報道などを中心に議論されてきたが、牧野智和（2012）は、これまでの犯罪報

道研究の整理を行い、犯罪報道の実証研究および効果研究については客観的知見が十分といえる

ほど積み重ねられていないと指摘している。

犯罪報道の議論の契機を整理すると次のようになろう。1970 年代後半に日本弁護士連合会

（1976）が犯罪報道の問題点を指摘した。1980 年代末にはすべてのマス・メディアが被疑者を呼

び捨てから容疑者呼称に転換、2000 年 6 月、日本新聞協会は新聞倫理綱領を全面改定し「人権

の尊重」の項目を設けるなどの措置を行ってきた（日本新聞協会編集委員会 2006）。

一方、個人情報保護法（2003 年）をはじめ報道・情報に関する法制度が強化されたことにより、

報道に変化がみられるようになったとされる（平川宗信 2010）2
。日本新聞協会は、裁判員の参

加する刑事裁判に関する法律（2004 年）の公布を受け、2008 年に「裁判員制度開始にあたって

の取材・報道指針」を公表した。近年、犯罪被害者等基本法（2005 年）に基づいて閣議決定され

た犯罪被害者等基本計画は、警察発表で被害者を匿名にすることを盛り込んだ。さらには、少年

法改正（1999 年）や裁判員制度施行（2009 年）などもある。

これらの変化は、報道の在り方にどのような影響を与えているだろうか。また、犯罪報道の議

論にどのようなインパクトをもたらすだろうか。これらの問いに客観的知見から答えるべく、筆

者らを含むメンバーで構成する犯罪報道研究会は、犯罪報道の実証研究に取り組んできた
3
。他方、

筆者は犯罪報道についてジェンダーの視点、とりわけ性別による扱いの違い（ジェンダー・バイ

アス）や、それに起因する問題を指摘してきた（四方由美 2014）。

しかしながら、この指摘は、内容分析の結果をもとに論理的に考察したものであり、より実証

的な裏付けを必要とする。そこで、本稿では、犯罪報道の共起ネットワーク分析を行い、報道内

容の数量的・体系的把握を試みるに至った。

２　研究の視座と含意

ここで、ジェンダーとメディア研究の観点から、研究の視座を述べておきたい。報道においては、

女性や弱者に関わりの深い社会問題は男性のそれに比べて取り上げられることが圧倒的に少ない

ことが指摘されてきた ( 斉藤慎一 2012)。その原因の一つに、ニュースの送り手に女性が少なく、

性別のダイバーシティの確保ができていないメディア産業のジェンダー構造の問題があげられて

きた。

しかし、犯罪報道において女性が取り上げられることは、決して少なくはない。むしろ、事件

の種類によっては繰り返し何度も報道されることが多い。「犯罪と女性」の組み合わせは、センセー
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ショナリズムやスキャンダリズムにさらされやすいといえる。矢島正見 (1991) は、犯罪報道にお

ける被害者の分析を行い、女性被害者は男性被害者と比べ報道される率が高いと指摘する。年齢

層別にみると、14 歳以下の子どもが報道される率が高いという。小玉美意子ら（1999）は、東

京電力女性社員殺人事件（1997 年）と学習院大男子学生殺人事件（1997 年）の週刊誌報道を比

較分析し、女性が被害者の場合は、男性が被害者の場合と比べて、プライバシーの侵害が著しい

とする。

こうした問題意識から筆者は、女性被害者、および女性被疑者についての研究を行い、犯罪報

道において女性被害者、女性被疑者は、従来から議論されてきた人権やプライバシーといった諸

問題に加えて、ジェンダー（文化的性別）を背景とした問題がみられると指摘した。性犯罪事件

の被害者の落ち度を責めたり、容姿について言及されることや、殺人事件（子殺しを含む）の女

性被疑者が、妻役割や母親役割といった性役割との関わりにおいて責任を追及されるなど、女性

被害者や女性被疑者の報道には性規範（ジェンダー規範）に基づくラベリングがみられるからで

ある。例えば、巣鴨子ども置き去り事件（1988 年）、秋田連続児童殺害事件（2006 年）、大阪 2

幼児放置死事件（2010 年）の新聞報道では、いずれも「ひどい母親」であることを強調され、被

疑者女性の家事や育児の不十分さ、母親としての愛情不足、異性関係や交友関係などが大きく報

じられた。こうした報道について、フェミニスト・メディア・スタディズ、とくに構築主義的な

立場からどのように解釈できるか考察を行った結果、女性被害者や女性被疑者に対するこうした

表現が、「ジェンダー」あるいは「女性」概念の産出に関与していると結論付けた（四方由美、前掲）。

これらの結論について、本稿では、計量テキスト分析の手法で異なる視角からアプローチを行

いたい。近年、性犯罪の厳罰化の流れから強姦罪が強制性交等罪へ変更改正されるなど（2017 年

7 月）、法制度の見直しが行われている。また、「ケアの倫理」が注目されるなか、当事者に寄り添っ

た報道の在り方の提案が行われている（浜井浩一 2013、荻上チキ・浜井浩一 2014）。こうした動

向を踏まえて、犯罪報道を多面的に考察することを射程に入れておきたい。

Ⅱ　分析の概要

１　分析の目的

本稿の分析は、新聞の犯罪事件の報道において、女性が関わる事件がどのような語・語句によっ

て伝えられているのか、また、それらの語・語句同士がどのように関連付けられているのか明ら

かにすることを目的とする。

２　分析の方法

本稿では、KH コーダーを用いた計量テキスト分析のなかでも、共起ネットワークを使った分
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析を行う。共起ネットワークとは、出現パターンの似通った語、共起の程度が強い語を線で結ん

だネットワークとして描き、語と語が互いにどのように結びついているか読み取れるものである。

樋口耕一（2014）は、語と語が線で結ばれているので、多次元尺度構成法よりも、解釈しやすい

場合があるとしている。共起ネットワーク分析を行うと、事件報道において頻出する語句と何が

関連付けて伝えられているか知ることができるといえる。強い共起関係ほど太い線で表示され、

また、語の出現数に応じてそれぞれの語（node）を表す円のサイズが変化し、出現数の多い語ほ

ど大きい円が描かれる。さらに、語と語の共起ネットワークでは、語（node）が色で示され、そ

れぞれの語がネットワーク構造の中でどの程度中心的な役割を果たしているかを示し、水色、白、

ピンクの順に中心性が高くなる。背景が白で丸い囲み枠が黒であれば他の語とグループを形成し

ていない単独の語を意味する（樋口 2014）。

なお、本分析においては、個人情報に配慮して基礎データを変換処理したうえで、ＫＨコーダー

による作図を行っている。見出し、写真説明を含まない記事においてnodeを登場数4以上の単語
4
、

リンクを Jaccard 係数 0.1 以上の共起関係とした。

３　分析の対象

分析対象とする事件は 2016 年 11 月から 2017 年 1 月までの 3 か月間に起こった事件の報道の

なかで、女性が関わる事件（女性が被疑者とされる事件、女性が被害者とされる事件）を抽出し、

多く報道された事件から合わせて 6 件（「大阪男児死体遺棄事件」「大阪乳児死亡事件」「千葉女

児殺人未遂事件」「千葉大生集団強姦事件」「仏・留学生不明事件」「大阪准看護師強殺事件」）を

選定した。本稿では、同期間に朝日新聞において報道された 6 事件の記事を分析対象とした。各

事件の分析対象記事数は、「大阪男児死体遺棄事件」が 13 件、「大阪乳児死亡事件」が 3 件、「千

葉女児殺人未遂事件」が 2 件、「千葉大生集団強姦事件」が 14 件、「仏・留学生不明事件」が 13 件、

「大阪准看護師強殺事件」が 5 件となる。

本稿において、分析対象として選定した事件は次のとおりである。

（1）女性が被疑者とされる事件：報道開始日、事件概要5

①大阪男児死体遺棄事件：2016年11月24日

2016 年 11 月 22 日、大阪市住吉区のコインパーキングに駐車してあった車のトランクのクー

ラーボックスから、無職、被疑者 A（24）の長男・被害者 A ちゃん（1）の遺体が見つかった事

件。大阪府警は、23 日に被疑者 A と内縁の夫である被疑者 B（22）を死体遺棄の容疑で逮捕した。

その後、両容疑者は、2017 年 2 月 13 日に保護者責任遺棄致死の疑いで再逮捕された。2017 年 3

月 6 日には大阪地検が、両被告を保護責任者遺棄致死罪などで追起訴している。
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②大阪乳児死亡事件：2016年12月6日

2016 年 4 月 6 日、大阪市東淀川区に住む被疑者 C（66）が、孫の被害者 B ちゃん（当時生後

2か月と22日）に急性硬膜下血腫などの障害を負わせ、約3か月後入院先の病院で死亡させた事件。

被害者 B ちゃん宅は被疑者 C 宅から南西約 1.5 キロにあり、被疑者 C はよく訪れていた。事件

当日も両親が外出し、被疑者 C が 1 人で、被害者 B ちゃんと姉（2）の面倒をみていた。外出か

ら約 2 時間後に帰宅した母親がぐったりしている被害者 B ちゃんに気づき、病院に搬送。B ちゃ

んは脳死状態となり、7 月 23 日に死亡した。被害者 B ちゃんの死因は、頭を激しく揺さぶられ

たこととみられるが、被疑者 C は容疑を否認。大阪府警は、12 月 6 日に被疑者 C を傷害致死容

疑で逮捕、その後、大阪地検は 12 月 27 日に被疑者 C を傷害致死罪で起訴した。

③千葉女児殺人未遂事件：2016年12月14日

2016 年 12 月 11 日の午前 9 時頃、千葉県流山市に住む会社員の母親（35）が、牛乳アレルギー

のある長女（5）に牛乳を飲ませ「アナフィラキシーショック」を起こさせ殺害しようとして、

殺人未遂容疑で千葉県警流山署に逮捕された事件。母親は苦しそうな長女を見て自ら 119 番通報

し、長女は搬送され、呼吸困難や血圧低下、頻脈などの症状で入院したが、命に別条はなかった。

その後、母親は 13 日に千葉地検松戸支部に送検され、地検は母親の責任能力を調べるために松

戸簡裁に鑑定留置を請求し認められた。母親には、精神鑑定が行われ、刑事責任能力の有無が問

われた。

（2）女性が被害者とされる事件：報道開始日、事件概要

①千葉大生集団強姦事件：2016年11月22日

2016 年 11 月 21 日に千葉県警は、女性を乱暴したとして千葉大医学部 5 年生の被疑者 E（23）、

被疑者 F（23）、被疑者 G（23）を集団強姦致傷容疑で逮捕した（被疑者の学部氏名などは逮捕

時には公表されず、12 月 5 日に公表された）。12 月 5 日には、学生らと一緒にいた医師の被疑者

D（30）が千葉県警に準強制わいせつ容疑で逮捕され、2017 年 2 月 2 日には、同じ女性への準強

制わいせつ容疑で千葉市中央区の医師の男性（29）が書類送検された。千葉地検は、12 月 12 日

に被疑者 E と被疑者 F を集団強姦罪、被疑者 G を準強姦罪、12 月 22 日に被疑者 D を準強制わ

いせつ罪で千葉地裁に起訴した。準強制わいせつ罪容疑で追送検されていた被疑者 E、被疑者 F

両被告については不起訴（起訴猶予）、千葉市中央区の医師の男性は 2 月 21 日に不起訴処分となっ

た。

②仏・留学生不明事件：2016年12月24日

2016 年 12 月 23 日に筑波大学からフランス東部ブザンソンに留学している被害者 C さん（21）

が、行方不明になっていることから発覚した事件である。元交際相手とされるチリ人の被疑者 H
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（26）は、事件後チリに帰国したため、国際刑事警察機構（ICPO）を通じて国際手配された。

2017 年 4 月 14 日現在、仏検察は被疑者 H を殺人容疑で国際手配し、チリ側に身柄引き渡しなど

を要請しているが、チリ側は証拠不十分として応じていない（『読売新聞』、2017 年 4 月 14 日、

東京夕刊）。

③大阪准看護師強殺事件：2017年1月25日

2014 年 3 月から行方不明となっていた大阪市西成区の准看護師、被害者 D さん（当時 29 歳）

の遺体が、同年 5 月、東京都八王子市内のトランクルームから発見された事件。日系ブラジル人

の被疑者 I（32）は被害者 D さんになりすましてパスポートを取得、遺体発見前の 2014 年 5 月

3 日に友人が住む中国へ渡航したとみられる。3 週間後、上海の日本総領事館に出頭し、不法入

国の疑いで中国当局に拘束された。事件は 2014 年 5 月の発覚から 2 年 8 カ月で急展開を迎えた。

2017 年 1 月 25 日、中国に拘束された被疑者 I ＝強盗殺人などの容疑で逮捕状＝が大阪府警に

引き渡され、大阪府警は同年 1 月 25 日に被疑者 I を詐欺容疑などで逮捕、2 月 15 日には大阪地

検が詐欺と有印私文書偽造・同行使の罪で起訴した。また、3 月 3 日には大阪府警が被告を強盗

殺人容疑で再逮捕、10 日に被害者 D さん名義のクレジットカードを不正使用したとする詐欺容

疑などで追送検した。3 月 21 日には大阪地検が詐欺罪で追起訴、3 月 24 日に強盗殺人罪で追起

訴した。

Ⅲ　犯罪報道の共起ネットワーク分析

１　女性被疑者に関する分析

（1）大阪男児死体遺棄事件

表 1 は記事の抽出語リスト（頻出語）を示している。記事中に出現している単語 ( 抽出語 ) から、

記事全体の傾向を確認することができる。20 回以上出現する抽出語は、「被害者 A」「容疑者」「被

疑者 A」「大阪」「遺体」「車」「府警」「東住吉」「被疑者 B」「遺棄」「児」「逮捕」「4 月」「捜査」

となり、「被害者 A」「被疑者 A」「被疑者 B」は、記事中では実名が掲載される。出現回数が多い

抽出語に注目すると、被害者名、被疑者名、事件発生地域を示す語が特に多いことがわかる（表

1 参照）。
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表1　「大阪長男死体遺棄事件」記事の抽出語リスト

次に、共起ネットワークを用いて、事件報道の全体的傾向について検討した。図 1 の共起ネッ

トワークをみると、語と語の結びつきはあるものの、単語群が複雑に絡み合うネットワーク図と

いうよりは、むしろ単語群が独立して単純な構造になっている。このことは、事件の内容は、読

者に理解されやすい単純な構造で報道されていることを示唆している。

キーとなる語と結びつく語を確認すると、特に多い抽出語であった「被疑者Ｂ」は「内縁」「夫」と、

「逮捕」「遺体」は「死体」とつながる。そのほか、出現回数の多い抽出語ではないが、「殴る」「栄養」

「実家」「死ぬ」「センター」「担当」「町」がキーとなり、それぞれの語とつながる。そのうち特に「栄

養」は、多数の語と結びついており、「栄養」が慢性的に不足していたことについて多様な語を

用いて表していることがわかる（図 1 参照）。
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図1　「大阪長男死体遺棄事件」共起ネットワーク（語と語） 

 (2)大阪乳児死亡事件

「大阪乳児死亡事件」の抽出語リストをみると、「容疑」「被害者 B」「被害者 C」「府警」「姉」「女児」

「大阪」の出現回数が多く、記事において事件の当該者が多く登場することがわかる（表 2 参照）。

共起ネットワークでは、「父親」「伝える」「救急」「寝る」「呼ぶ」、「女児」「祖母」「傷害」「致死」

「暴行」「井高野」、「孫」「疑い」「マンション」「自宅」「負う」「頭部」「4 月」とつながるが、「容

疑」「被疑者 C」を除いては大きな円は描かれず、キーとなる語を基点とするネットワーク、複雑

な結びつき、語間の強い共起関係はみられない（図 2 参照）。
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表2　「大阪乳児死亡事件」記事の抽出語リスト

図2　「大阪乳児死亡事件」共起ネットワーク（語と語）
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(3)千葉女児殺人未遂事件　

「千葉女児殺人未遂事件」では、「牛乳」「長女」「アレルギー」「母親」「飲む」「相談」の出現

回数が多く、前掲の 2 つの事件では事件当該者が多く出現したのに対し、異なる傾向にある（表

3 参照）。

共起ネットワークをみると、4 つの語の結びつきのみという単純な構造になっていることがわ

かる。そのうち、主な結びつきを具体的にみると、「長女」「牛乳」「飲む」を中心に「アレルギー」

「流山」「逮捕」「殺害」「アナフィラキシーショック」「起こす」の語が、「相談」を中心に「育児」

「児童」「署」の語が結びついている（図 3 参照）。

表3　「千葉女児殺人未遂事件」記事の抽出語リスト

図3　「千葉女児殺人未遂事件」共起ネットワーク（語と語）
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２　女性被害者に関する分析

(1) 千葉大生集団強姦事件

抽出語リストから、「学生」「容疑」「女性」「医学部」「千葉」「逮捕」「事件」「集団」「性的」「暴行」「加

える」「同大」が 20 回以上の出現回数となる語で、被疑者や被害者の属性を中心に事件の内容が

おおよそ理解できるものであることがわかる。被疑者は「学生」「医学部」「千葉」の語で、被害

者は「女性」の語で表現される。出現回数が 10 回以上 20 回未満になると、被疑者名や容疑内容

が出現する（表 4 参照）。

表4　「千葉大生集団強姦事件」記事の抽出語リスト

次にこれらの抽出語について共起ネットワークで語と語の結びつきを検討したところ、13 の結

びつきが確認できた。被害者である「女性」は「暴行」「性的」「加える」と強い共起関係にあり、

被害者という語や、女性の属性やプライバシーに関する語は登場しない。最も多くの語と共起し

ているのは、「医学部」「学生」「千葉」「強姦」「致傷」「集団」「逮捕」「事件」「男子」「千葉大学」「県警」「中

央」であり、「千葉」と「男子」、「強姦」と「致傷」、「男子」と「千葉大学」が強い共起関係にある。

また、そのうち「千葉」と「女性」が共起する。そのほか、男子学生 3 名の「被疑者 E」「被疑者 F」

「被疑者 G」は共起するが、研修医の「被疑者 D」は被疑者 E・F・G とは共起関係になく「容疑」
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と共起しており、「容疑」は被疑者 D に強く表れる。

被害者、被疑者に関する語の結びつき以外では、当該大学での調査委員の設置に関連する「委員」

「調査」「設置」「検討」「処分」、事件に関連して「飲食」「酔う」「酒」「疑い」「店内」「市内」「9 月」「自

宅」の共起および、「見える」「周囲」「スペース」「介抱」の共起、また研修医の立場に関連する「指

導」「研修」「立場」「飲む」が共起関係としてあがる（図 4 参照）。

図4　「千葉大生集団強姦事件」共起ネットワーク（語と語）

(2) 仏・留学生不明事件

「仏・留学生不明事件」は、フランスで発生した事件のため、フランスの捜査当局の捜査状況

を報道する記事が多い。抽出語リストから出現回数が 20 回以上のものを抽出すると、「被害者 C」

「仏」「容疑」「チリ」「男」「留学」「フランス」「行方」「捜査」となる。「被害者 C」の出現回数が

最も多いということは、実名が最も多い語として掲載されていることを意味する（表 5 参照）。

抽出語について共起ネットワークで語と語の結びつきを検討したところ、「被害者 C」の円が

大きく、「留学」「行方」「フランス」「ブザンソン」「東部」「筑波大」「事件」「不明」が共起す

る。そのなかでも、「ブザンソン」「東部」「筑波大」「事件」「行方」「不明」が強い共起関係にあ

る。そのほか、「容疑」と「チリ」が共起関係にあるが、これは、容疑者の実名が公表されたの
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は 2017 年 1 月 7 日であり、それまで「チリ人の男」として掲載されることが多かったことを表

している（図 5 参照）。

表5　「仏・留学生不明事件」記事の抽出語リスト
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図5　「仏・留学生不明事件」共起ネットワーク（語と語）

(3) 大阪准看護師強殺事件

「大阪准看護師強殺事件」は 2014 年 5 月に発覚した事件で、中国に拘束された日系ブラジル

人被疑者が中国当局から引き渡しを受け、2017 年 1 月 25 日に逮捕されたことから、記事には事

件の概要に加えて、逮捕までの経緯が多く掲載されている。

抽出語リストから出現回数が 20 回以上のものを抽出すると、「容疑」「被害者 D」「中国」となり、

被害者名が多く掲載される。次に、出現回数が 10 回以上 20 回未満になると、「大阪」「逮捕」「日本」

「被疑者 I」「引き渡し」「事件」「捜査」「府警」「女」「西成」「5 月」「クレジットカード」「ブラジル」

「強盗」「詐欺」「殺人」の語が掲載され、被疑者名のほか、事件の概要を表す語が多くなる（表 6

参照）。
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表6　「大阪准看護師強殺事件」記事の抽出語リスト

次に、共起ネットワークで語と語の結びつきを検討したところ、「中国」の円が最も大きく、「引

き渡し」と共起することから、容疑者の中国の引き渡しが記事の中で大きく取り上げられている

ことになる。そのほか、容疑者の引き渡しに関連して、「5 月」「拘束」「当局」「受ける」「航空機」

「空港」がネットワークを描く。

「被疑者 I」と共起するのが、「不正」「名義」「作る」「都内」「クレジットカード」「疑い」で、

なかでも「不正」「名義」「都内」が強く共起している。他方、「事件」「ブラジル」「准看護師」「東

京」「八王子」「遺体」「見つかる」「当時」「西成」の語が結びつき、そのうち、「当時」「見つかる」

「遺体」「准看護師」の共起関係が強い。さらにそれらの語の結びつきの中で、「遺体」と「クレジッ

ト」は共起することで、「被疑者 I」と被害者である「准看護師」が結びつけられる（図 6 参照）。
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図6　「大阪准看護師強殺事件」共起ネットワーク（語と語）

３　分析のまとめ

各事件の抽出語リストと共起ネットワークをもとに、事件報道の全体的傾向について検討した。

今回分析対象とした事件は事件の性質が異なること、分析対象となる事件数や記事数などの要件

から、事件報道の傾向を総括することは困難であるが、死亡（殺害）事件の場合、抽出語として

被害者名、被疑者名が多く出現し、特に被害者名が多い傾向にあるものの、個人のプライバシー

や個人情報を想起する語や、煽情的な語が共起することはあまりないことが確認できた。

また、語と語の結びつきについても、複雑に絡み合うネットワークは描かれず、単純でかつ結

びつく語の数も多くはない。これらのことから、KH コーダーによるテキスト分析の結果からみ

る女性が関わる事件の記事は、実名報道の有無は別として、客観的知見に基づく報道を行ってい

るといえよう。

Ⅳ　課題および展望

本稿で行った女性が関わる事件記事の共起ネットワーク分析からは、新聞報道においては個人

のプライバシーや個人情報を想起する語や、煽情的な語はあまりみられなかった。この結果から、
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今回分析対象とした朝日新聞においては実名報道の有無は別として、客観的知見に基づく報道が

行われているといえる。ただし、このことが新聞全般の特徴と断定するには、他紙も合わせての

分析が必要である。今後の課題としたい。加えて、週刊誌やテレビ報道など、他のメディアとの

比較も行っていきたい。

また、犯罪報道の影響、およびその問題や在り方について論じるためには、報道内容の研究だ

けでなく、報道内容を読者・視聴者がどのように受容しているか（受け手研究）、記者や制作者

を取り巻く状況はどのようなものか（送り手研究）など、各方面からの総合的なアプローチを行

うことが望ましい。これらについても今後の課題とするとともに、本稿の分析をテキスト分析の

一つとして位置づけ、研究を発展させていきたいと考える。
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